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金
滞
古
蹴
志
巻
七

召
一
扶
持
方
増
被
v
下
v
之
。
議
園
公
年
譜
に
一
式
ふ
。
享
保
十
九
年
五
月

内
山
発
中
・
稲
新
助
概
略
撲
界
召
、
江
戸
b
秘
炉
建
。
同
年
十
二
月
十

六
日
内
山
録
中
h
加
増
知
百
石
、
稲
新
助
b
拾
人
扶
持
引
足
賜
v
之

と
。
按
宇
る
に
、
右
は
幕
府
に
於
て
庶
物
類
築
の
成
功
を
遂
げ
し
め
ら

れ
ん
潟
友
り
。
加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
云
ふ
。
元
文
三
年
七
月
朔
日

庶
物
類
纂
御
用
勤
候
人
々
内
山
脇
島
仲
百
石
加
培
、
行
山
停
左
衛
門
・

高
島
金
左
衛
門
b
白
銀
五
枚
・
白
布
三
疋
賜
v
之
と
あ
り
。
是
成
功
を

途
げ
た
る
貨
危
ら
ん
か
。
内
山
先
仲
は
若
水
の
高
弟
に
て
.
幕
府
に

於
て
類
纂
の
残
鰐
成
功
を
命
ぜ
ら
る

h
k
付
き
、
幕
府
へ
召
出
さ
れ

家
織
を
賜
は
る
と
の
旨
‘
丹
初
正
伯
を
以
て
内
意
あ
り
し
か
ど
辞
退

せ
し
よ
し
、
路
士
名
官
録
に
融
制
せ
.
た
り
。
さ
て
稲
若
水
は
本
草
一
道

に
於

τは
‘
天
下
に
名
を
得
た
る
程
の
博
識
た
り
。
故
に
共
の
編
纂

方
も
4

ん
も
綿
密
に
て
、
庶
物
編
纂
は
貨
に
古
来
本
草
の
大
成
た
り
と

す
。
室
鳩
巣
の
結
晶
喝
居
別
集
の
序
に
云
ふ
。
余
友
稲
君
.
以
昌
博
物
-
聞
a

於
天
下
↓
而
天
下
之
言
=
本
草
-
者
蹄
v
鷲
e

然
世
之
論
=
稲
君
-
者

e

多
以
篤
=

本
草
家
之
流
二
坑
叉
詐
之
日
.
本
草
非
=
稲
君
之
志
-
也
.
第
共
串
該
博

而
穿
及
ν
之
爾
.
有
官
以
昌
二
人
之
官
-
問
v
余
者
~
余
臆
v
之
目
。
稲
君
隠
同
長

本
草
-
者
也
.
以
・
稲
君
-
箆
・
本
草
家
之
流
-
者
。
国
失
ν
之
突
-
而
謂
E

本
草

E
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h
y
し
農
爺
土
屋
叉
三
郎
議
休
入
道
直
心
法
師
が
、
村
巷
老
農
父
の
部

言
僻
語
を
以
て
聞
き
得
た
る
鹿
を
.
武
貞
に
附
し
た
る
趣
た
り
と
載

せ
た
り
。
叉
加
邦
銀
・
混
見
摘
窮
・
可
観
小
説
に
は
‘
今
篠
原
主
水
が
第

地
の
越
を
山
崎
町
と
云
ふ
由
と
あ
り
て
、
篠
原
主
水
は
十
間
町
の
近

漣
た
る
篠
原
織
部
が
第
地
を
い
へ
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に

は
、
山
崎
町
の
町
名
は
醤
記
に
記
載
す
と
い
へ
ど
も
、
寛
永
十
二
年

金
滞
悶
繰
の
後
街
巷
創
易
の
時
他
名
に
袋
守
る
か
、
今
十
関
町
よ
り

新
町
へ
通
る
小
路
を
山
の
小
路
と
い
へ
り
。
共
の
頃
山
崎
町
へ
行
〈

小
路
な
る
を
以
て
名
付
け
た
る
か
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
山

崎
町
の
名
は
三
蜜
記
に
、
元
和
四
年
金
滞
山
崎
町
の
角
に
居
住
す

る
田
上
屋
調
布
街
門
と
云
ふ
者
の
事
を
載
せ
た
り
。
小
松
遺
文
民
戟
.

せ
た
る
寛
永
十
五
年
十
月
耶
蘇
宗
徒
制
禁
蝿
託
掛
金
預
の
諦
書
に
、

十
間
町
太
郎
兵
衛
・
山
崎
町
九
兵
衛
友
ど
と
連
署
す
れ
ば
.
十
関
町

と
山
崎
町
と
は
元
よ
り
別
町
に
て
、
山
崎
村
の
村
落
は
小
立
野
出
抑
制

町

ιゐ
引
町
の
地
越
に
あ
り
た
る
よ
し
三
州
志
等
に
も
記
載
し
、
金

按
隆
盛
私
記
に
も
、
山
崎
村
之
磁
地
今
在
昌
小
立
野
経
王
寺
道
路
-
調
昌

之
山
崎
領
刊
と
見
h
.
そ
の
村
地
は
小
立
野
よ
り
披
地
ま
で
怠
る
よ

し
緒
奮
記
に
載
せ
た
れ
ば
、
十
閑
町
議
に
山
崎
町
あ
る
べ
き
よ
し
な

金
滞
古
蹟
志
巻
七

二
回

非
a

稲
君
之
志
-
者
。
亦
未
v
箆
v
得
也
@
と
稲
氏
が
事
を
宣
細
に
記
載
せ

り
。
給
者
居
別
集
は
邸
ち
若
水
が
著
述
に
て
、
庶
物
類
纂
の
摘
要
友

り
。
此
の
外
本
草
別
集
・
食
物
本
草
・
物
産
目
録
・
採
諜
猫
断
・
食
物
停

信
築
等
・
是
皆
若
水
の
著
す
鹿
に
し
て
、
本
草
の
飴
考
左
り
。
若
水

の
子
は
享
保
九
年
士
般
に
、
御
儒
者
七
人
扶
持
稲
燦
之
助
と
見
b
、

緒
士
系
穏
に
、
若
水
二
代
千
鶴
、
十
口
、
改
新
助
、
享
保
十
九
年
加

十
口
、
合
二
十
口
賜
v
之
。
と
あ
り
。
此
の
後
断
絶
せ
し
に
や
。
稲
氏

の
子
孫
漣
締
せ
宇
。
東
北
院
境
内
・
な
る
基
碑
に
、
稲
元
二
之
基
質
永

二
九
月
七
日
‘
稲
小
鶴
之
墓
正
徳
六
正
月
十
七
日
と
彫
刻
せ
し
二
撹

あ
り
と
。
此
の
二
墳
も
恐
ら
く
は
若
水
が
子
供
の
遺
墳
た
る
ぺ
し
。

。
山
之
小
路

土
屋
義
休
の
金
城
隆
盛
私
記
に
云
ふ
。
委
考
-
-
賞
按
之
故
地
↓
石
川
郡

奮
石
浦
庄
山
崎
村
之
地
也
。
民
居
今
十
関
町
之
前
後
也
去
.
共
近
漣
町

名
目
a
山
崎
町
吋
山
崎
村
古
千
石
飴
所
也
.
利
長
・
利
常
二
公
之
時

e

府

中
位
指
柴
.
村
里
多
錫
=
町
家
-
云
ぺ
と
見
h
、
有
海
武
貞
の
金
揮
聞
譜

に
、
城
地
は
石
川
郡
山
崎
庄
た
り
。
山
崎
村
は
千
軒
ば
か
り
の
家
居

有
り
た
る
大
在
所
に
て
、
今
十
関
町
の
越
に
て
、
今
も
彼
の
漣
り
山

崎
町
と
云
ふ
所
少
々
有
v
之
と
。
右
は
石
川
郡
御
供
田
村
の
十
村
役
た

Ja--思

し
o
彼
の
地
漣
は
小
坂
庄
内
た
る
よ
し
、
=
…
州
志
来
図
概
覧
に
も
い

へ
り
。
然
れ
ば
山
崎
町
を
十
間
町
の
漣
と
い
ふ
は
‘
山
の
小
路
と
呼

ぺ
る
小
路
の
小
名
に
附
曾
し
て
云
ひ
出
で
た
る
も
の
た
り
と
聞
ゆ
。

山
崎
町
へ
行
〈
小
路
た
る
に
よ
り
名
付
け
た
る
か
と
、
三
州
志
に
い

へ
る
は
訣
な
る
ぺ
し
。
山
崎
町
の
事
は
小
立
野
石
引
町
の
僚
に
詳
記

す
。
倫
併
考
す
ぺ
し
。

。
大

手

先

此
の
地
は
、
府
城
の
大
手
口
の
出
崎
た
る
が
故
に
‘
大
手
さ
き
と
呼

ぺ
り
。
依
っ
て
大
手
口
と
も
あ
り
。
按
告
y
る
に
、
寛
永
八
年
八
月
に

記
載
せ
し
堀
九
兵
衛
の
高
名
寄
に
、
柴
岡
修
理
金
棒
械
を
賢
め
け
る

時
、
一
授
大
勝
三
林
善
四
郎
、
尾
坂
大
手
口
の
疋
門
を
響
岡
た
し
た

る
事
を
記
載
す
。
掘
丸
兵
衛
は
三
林
普
凶
邸
に
随
身
し
て
‘
此
の
時

城
中
に
飽
居
せ
し
由
見
ね
た
り
。
按
守
る
に
、
柴
問
勝
家
が
尾
山
城

を
責
め
た
る
は
、
実
正
八
年
間
三
月
た
り
。
此
の
時
即
ち
三
林
善
凶

郎
も
討
死
せ
り
。
さ
れ
ば
本
源
寺
尾
山
城
内
に
る
り
て
.
本
願
寺
門

徒
一
授
の
賊
将
共
守
護
し
居
た
る
頃
、
卸
ち
此
の
所
を
大
手
口
と
た

し
‘
疋
門
を
此
の
口
広
建
て
置
き
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
三
州

志
等
に
、
天
正
八
年
本
願
寺
門
徒
一
授
愁
〈
滅
亡
し
、
佐
久
間
盛
政

ヱ
五




